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過
不
足
な
き
人
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉

　
じ
め
じ
め
と
し
た
っ
ゆ
空
、
ま
こ

と
に
う
っ
と
う
し
い
礁
限
り
な
し
。

度
を
は
か
っ
て
適
当
に
進
退
し
て
ゆ

く
こ
と
が
、
生
活
法
と
し
て
は
非
常
．

に
重
要
嫁
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
平
凡

泥
が
有
効
な
生
活
の
真
理
で
は
な
か

ろ
う
か
。
過
不
足
な
き
を
期
す
る
こ

と
は
昔
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
が
、
そ

こ
に
度
を
は
か
っ
て
ゆ
く
こ
と
の

必
襲
を
説
ぎ
示
し
て
い
る
。
人
生
何

事
も
度
の
問
題
に
帰
す
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
程
度
を
知
る
と
か
、
分
際

を
わ
き
ま
え
る
の
も
そ
れ
と
同
じ
こ

盗
．
・
．
あ
．
る
。
適
度
が
ど
の
辺
に
あ
る

か
、
と
よ
く
考
え
て
進
む
こ
と
が
生

活
の
女
全
を
図
る
上
に
必
要
で
あ

る
．

　
例
え
ば
自
由
と
い
っ
て
も
盲
滅
法

に
度
を
忘
れ
て
突
進
し
た
り
、
無
暗

に
自
己
主
張
を
や
る
耶
で
は
な
い
。

自
他
の
閲
係
を
考
え
て
遍
当
に
努
力

藤
　
　
大
　
馨

と
も
必
要
な
時
が
あ
る
．
満
帆
に
風

を
は
ら
ま
す
こ
と
も
あ
り
、
七
分
目

に
帆
を
張
る
こ
と
も
あ
り
、
半
分
に

絞
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
風
ま
か

せ
で
時
に
応
じ
て
度
を
は
か
っ
て
ゆ

く
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
勤
労
は
ま
こ
と
に
よ
い
こ
と
だ
が

あ
ま
り
無
休
息
で
働
き
す
ぎ
る
と
心

身
消
耗
し
て
過
労
に
お
ち
い
る
．
そ

の
結
果
は
病
気
に
な
っ
て
働
こ
う
に

も
働
け
な
く
な
り
、
あ
る
い
は
苦
死

し
た
り
す
る
。
勤
労
は
葵
徳
と
さ
れ

る
が
、
適
度
を
こ
す
と
不
徳
に
も
変

る
．
昨
今
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
こ
う

し
た
空
気
が
た
だ
よ
っ
て
は
い
な
か

ろ
う
か
。
経
済
成
長
と
共
に
、
消
費

生
活
の
度
が
高
ま
り
過
ぎ
な
い
か
。

そ
れ
を
補
な
う
た
め
に
夜
に
臼
を
つ

い
で
の
勤
労
、
特
に
ご
婦
人
の
万
六
顧

に
は
要
．
注
意
が
必
嬰
に
感
じ
ら
れ
て

な
ら
な
い
。
若
い
う
ち
は
ど
う
に
か

な
る
と
し
て
、
そ
の
無
理
が
姫
婦
に

つ
い
て
は
種
六
な
症
状
と
な
っ
て
現

わ
れ
、
成
人
病
へ
と
発
展
す
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
勉
強
せ
よ
と
子
供

に
教
え
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
適
度

に
勉
強
す
る
よ
う
指
導
す
る
必
要
も

あ
る
。
試
験
雄
備
な
ど
の
勉
強
は
必

嬰
だ
が
、
毎
晩
二
時
三
時
ま
で
も
や

る
の
は
神
経
衰
弱
の
原
因
に
な
る
。

強
度
の
神
経
衰
弱
に
な
っ
て
入
試
が

終
っ
た
セ
ッ
ナ
に
自
殺
し
た
青
年
も

あ
る
。
酒
煙
草
だ
っ
て
適
度
を
逸
し

な
い
程
度
な
ら
百
薬
の
畏
と
も
な

り
、
淫
す
れ
ば
酒
で
身
を
持
ち
く
す

す
こ
と
に
も
な
る
。
家
庭
で
子
供
を

し
つ
け
る
て
と
は
必
髪
だ
が
、
厳
し

過
ぎ
る
と
家
族
の
慶
情
を
失
な
わ

　
　
　
　
ド

せ
、
家
出
す
る
ヂ
ど
も
も
あ
る
。
寛
厳

よ
ろ
し
き
を
得
る
い
い
な
ら
わ
し
も

要
す
る
に
度
を
は
か
れ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
牛
活
を
正
常
化
す
る
に
は

適
度
を
踏
み
は
す
さ
な
い
よ
う
に
注

意
し
た
い
。
自
動
制
御
を
正
し
く
や

っ
て
ゆ
く
こ
と
で
、
そ
れ
を
人
間
の

調
御
と
い
っ
て
も
よ
い
．

　
仏
さ
ま
の
別
名
に
調
御
丈
夫
と
い

う
の
が
あ
．
る
。
衆
生
の
煩
悩
を
調
御

さ
れ
る
万
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
仏

は
衆
生
の
欲
戴
調
御
者
で
あ
ら
れ

る
。
無
我
の
教
え
も
お
そ
ら
く
調
御

の
目
的
か
ら
出
た
の
で
あ
ろ
う
．
煩

悩
欲
望
の
過
租
に
よ
っ
て
生
活
の
調

子
が
乱
れ
、
禍
を
自
他
に
お
よ
ぽ
す

こ
と
が
あ
ま
り
に
も
多
い
。
世
賜
解

で
あ
ら
れ
る
仏
さ
ま
は
、
そ
の
と
こ

ろ
を
よ
く
調
節
せ
よ
と
無
我
を
教
示

さ
れ
た
も
の
を
察
せ
ら
れ
る
。
こ
れ

も
度
を
は
か
れ
と
い
う
こ
と
と
別
の

こ
と
で
は
な
い
．
欲
と
い
っ
て
も
時

代
に
よ
っ
て
述
う
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
を
持
つ
の
が
今
の
時
代
に
は
別
段

欲
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

も
し
、
臼
分
の
権
利
と
他
人
の
権
利
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

と
を
冒
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
ゆ
｝

く
こ
と
が
、
真
の
自
由
で
あ
る
。
自
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

っ
て
い
る
自
由
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

る
条
件
を
も
っ
て
の
自
由
で
あ
る
。

そ
こ
で
摩
を
は
か
っ
て
自
分
が
自
制

す
る
こ
と
も
自
田
に
は
伴
な
っ
て
い

る
。
八
は
遮
む
の
も
臼
由
で
あ
る

が
、
ま
た
退
く
こ
と
の
自
由
を
も
っ

て
い
る
。
退
一
歩
で
人
に
ゆ
す
る
こ

灘
灘
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
産
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
の
　

己
の
適
度
竃
は
、
池
の
人
が
持
難

　
　
　
　
修

各
井
進
二

樋
口
　
晃

山
岸
益
美

江
口
窟
美
子

大
島
正
芳

小
坂
素
浩

石
沢
　
　
力

　春　公龍源政和父
要　 清　　 二　　 の

　雄　一史郎治雄名

部
落
名

高
道
山
一

市
之
越

朴
木
沢

村
山
早
苗

樋
口
か
翁
り

中
髄
　
稔

…
鈴
糞
奈
子

◎
高
砂

干干芋午芋
溝溝沢溝沢

｛
融

｛
縮謡繍

辰澄正栄
雄夫平郎

　
桂

白
羽
毛
㎜

堀
ノ
内
…

重
地
一

村
山
　
賓
志
（
二
七
）
田
沢

樋
ロ
キ
ヨ
（
一
ご
）
十
日
町
・

ヒ
原
　
政
和
．
㌧
一
も
上
山
…

井
口
　
花
子
（
ゴ
）
上
山
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
　
明
勢
（
一
一
も
本
屈
敷
…
小
坂

阿
部
サ
チ
イ
（
二
四
）
高
道
山
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
滞
孝
（
二
七
）
十
日
町
．
沌
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

樋
ロ
ミ
ヨ
子
（
〆
）
干
溝
．
大
島

．
〈
縮

く
　
の
　
　

　
菊
鋤

　
　
ぴ緬｛

　
一
『
2
♪

　
ヨ
難

　
ヌ
て

　
ノ
じ
　
ン

　
の
ん

◎
酬
天
名
年
令

　
　
　
幸
浩
　
（
○
）

金
子
う
め
の
（
六
∬
）

　
　
　
栄
松
（
八
三
）

　
　
　
　
修
　
（
二
）

荒
瀬

宏
（
一
♂
）
長
岡

小
懸
沢
マ
サ
（
一
f
）
通
り
山

高
椀
正
治
（
オ
）
灘
南
町

鈴
木
キ
ヨ
ミ
（
∫
）
重
地

大
平
　
信
二
（
一
一
♂
）
津
南
町

涌
沢
ス
エ
子
（
一
酊
）
出
　
代

高
野
些
（
一
、
d
）
倉
俣

柄
沢
セ
イ
子
（
一
f
）
川
西
町

倉田東干住
　　　　田

俣代沢溝所
時
代
が
進
め
ば
欲
の
程
度
も
変
っ
て

く
る
。
度
の
違
い
が
生
ず
る
。
一
般

に
生
活
程
度
の
低
か
っ
た
明
治
時
代

に
ゼ
イ
タ
ク
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と

も
、
今
の
時
代
と
し
て
は
当
り
ま
え

の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
煩

悩
欲
望
の
定
義
そ
の
も
の
が
む
す
か

し
い
。
飯
を
獲
う
の
も
煩
悩
だ
と
説

く
人
も
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
煩
悩
あ

な
が
ち
悪
い
と
も
い
え
な
い
。
煩
悩

な
く
し
て
は
生
き
ら
れ
な
い
こ
と
に

あ
る
か
ら
だ
。
生
き
る
と
い
う
こ
と

そ
れ
は
人
間
へ
の
至
上
命
令
で
あ

る
。
人
間
は
生
ま
れ
て
き
た
以
上
、
生

命
を
よ
り
盛
り
立
て
全
う
）
て
ゆ
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
正
当
な
度
に

台
っ
た
社
会
的
生
き
万
で
皆
ん
な
の

も
の
が
生
命
を
伸
し
、
全
う
し
て
ゆ

く
の
が
、
理
想
祉
会
の
状
況
で
は
あ

る
ま
い
か
。

「青年の主張」

一一原稿募集一

郡
而
社
会
教
育
振

興
会
で
、
青
少
年
の

皆
さ
ん
か
ら
”
青
年

の
主
張
甜
の
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
毎
出
の
生
活
の
中

で
感
じ
て
い
る
着
い

八
．
た
ち
の
現
実
の
声

を
、
地
域
に
な
げ
か

互向

年
の
な
や
み
や
ね
が
い
を
多
く

万
走
ち
に
墾
，
、
も
ら
い
、
菱

い
の
理
解
を
深
め
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　
次
の
テ
ー
マ
を
参
考
に
し
て
原
稿

用
紙
六
枚
以
内
に
ま
と
め
七
月
末
日

一
ま
で
に
、
中
里
村
公
民
舘
宛
投
稿
し

て
下
さ
い
。
な
お
原
稿
に
は
住
所
、

氏
各
、
鉱
令
等
を
明
記
し
て
下
さ
い

◎
参
考
テ
ー
マ

▽
働
き
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
し
て

　
学
ん
で
い
き
た
い
。

▽
職
場
の
中
で
考
え
る
こ
と
。

▽
私
は
農
村
の
中
で
こ
の
よ
う
に
し

　
て
生
き
て
い
き
た
い
。

▽
農
業
に
生
き
る
私
の
苦
し
み
と
、

　
喜
び
。

▽
家
庭
の
中
で
私
は
こ
ん
な
青
年
に

　
な
っ
て
い
き
た
い
。

▽
地
域
や
家
庭
の
中
で
お
と
な
た
ち

　
に
望
む
こ
と
．

▽
私
は
こ
ん
な
仕
事
に
一
生
を
捧
げ

　
た
い
。

▽
私
は
男
女
交
際
を
こ
う
考
え
る
．

　
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。
あ
な
た
の
体
験
や
考
え
を
と
お

し
て
素
直
に
誹
き
褒
わ
し
て
み
て
下

さ
い
。
気
軽
く
考
え
て
下
さ
い
。
た

く
さ
ん
の
蕎
い
入
た
ち
の
投
橘
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

郡
市
社
会
教
育
大
会

　
　
　
7
月
2
5
日
下
船
渡
中
で

　
錘
年
開
か
れ
て
い
る
郡
市
社
会
教

育
大
会
が
、
こ
と
し
は
来
た
る
七
月

ニ
ナ
五
日
午
前
＋
時
よ
り
、
津
噌
町

下
般
渡
中
学
絞
を
会
場
に
し
て
行
な

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
郡
南
祉
会
教
胃
振

興
会
の
主
催
バ
．
㌧
開
か
れ
、
胃
年
、
婦

人
、
P
T
A
の
会
員
や
学
級
グ
ル
ー

ヲ
の
人
麩
、
一
磐
夕
丞
．
氏

｝
舘
祉
会
教
育
の
関
係
看
な
ど
が
集
ま

“
っ
て
、
講
測
を
き
い
た
り
、
日
頃
の

学
習
や
活
動
の
よ
う
す
を
謡
し
あ
い

こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
に
役
∬
て
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
講
師
に
は
、
果
歳
教
育
大
掌
教
授

唐
沢
富
太
郎
先
生
を
招
き
、
御
世
界
．

一
の
警
と
含
の
果
の
警
を

題
す
る
欝
淡
が
あ
り
ま
す
。

　
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
か
ら
、

さ
そ
い
あ
わ
せ
て
大
ぜ
い
参
加
し
て

下
さ
い
．

　
　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
－
七
月
投
句
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

蚕
臭
の
一
邑
包
む
夏
眺
か
な

燕
風
と
来
る
教
箆
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

青
嵐
魚
商
の
庫
は
村
つ
y
る

草
矢
せ
し
土
堤
の
草
む
ら
刈
終
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
キ
イ

円
程
の
過
ぎ
し
看
板
梅
．
雨
に
入
る

階
し
み
な
く
夏
陽
を
う
け
て
バ
ス
は

清
く
　
　
　
　
　
　
正

灯
と
も
せ
ぱ
蛙
の
声
の
渡
り
来
ぬ

若
竹
の
ひ
と
り
そ
び
え
て
風
渡
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

病
窓
の
夏
燈
も
＋
日
見
あ
き
た
り

遠
．
窟
と
な
り
て
病
棟
灯
を
と
○
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
松

ク
ラ
ン
ケ
の
友
に
撚
ら
す
初
苺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

水
底
の
濁
り
澄
ま
せ
て
か
き
つ
ば
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
乃

梅
雨
深
む
こ
の
寒
村
に
ま
た
赤
痢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
春

つ
ゆ
あ
け
て
な
げ
し
に
並
ぶ
蓑
と
笠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

新
茄
子
の
色
も
あ
ざ
や
か
太
鼓
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
チ
子

七
夕
の
飾
り
も
広
く
年
か
さ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
雄

一
水
馬
行
く
水
の
面
を
静
か
雨
後
の
池

一
　
　
　
　
　
’
正
光

山
灰
き
や
野
に
出
す
母
の
髪
臼
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

五
月
．
雨
や
濡
衣
乾
か
す
暇
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

針
運
ぶ
窓
辺
の
風
鈴
夏
ぞ
知
る

、

吾
子
巡
れ
て
水
見
も
忘
れ
蛍
取
り
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定価1部5円
　発行所中里村公民舘

現男4・219
在女4，401
人計8，620
口世帯数1，715

参

　
去
る
七
月
四
日
執
行
さ
れ
た
参
議

院
全
国
区
、
地
万
区
選
出
議
員
選
挙
”

は
、
ッ
ユ
の
季
節
で
心
配
さ
れ
た
天

候
も
さ
い
わ
い
に
晴
れ
上
が
り
、
村

内
各
投
票
区
と
も
出
是
が
よ
く
、
投
嘱

票
率
は
八
四
・
〇
ニ
パ
ー
池
ン
ト
と

な
0
、
前
回
七
九
・
二
五
パ
ー
セ
ン

ト
（
昭
相
三
＋
七
年
七
月
一
日
執

行
）
を
は
る
か
に
上
廻
っ
た
．

　
男
女
別
に
み
る
と
女
性
の
投
票
率

が
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
前
回

の
七
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
く
ら
べ

大
き
な
伸
び
を
示
し
た
わ
け
で
、
ち

ょ
う
ど
今
年
は
婦
人
参
政
二
十
周
年

目
に
あ
た
り
、
ま
こ
と
に
よ
ろ
こ
ば

し
く
、
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
開
票
は
、
即
目
役
場
に
お
い
て
午
、

後
八
時
よ
り
行
な
わ
れ
、
地
方
区
は

十
二
時
過
ぎ
、
全
国
区
は
翌
日
午
前

四
時
過
ぎ
そ
れ
ぞ
れ
投
票
が
判
明
し

た
。

　
な
お
今
回
の
選
挙
に
も
無
効
投
票

議
院
議
員
選
挙

投
票
率
大
き
く
伸
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

が
十
・
九
〇
バ
ー
セ
ン
ト
も
あ
0

前
回
約
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
い
く

ぶ
ん
よ
く
な
っ
た
が
、
せ
っ
か
く
の

投
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
無
効
投
票
の

多
く
は
、
地
万
区
全
国
区
の
投
票
用

紙
の
ま
ち
が
い
で
、
選
挙
人
の
注
意

を
の
ぞ
み
た
い
。

　
以
下
、
中
里
村
に
お
け
る
投
票
の

状
況
及
び
得
票
の
状
況
は
次
の
通
り

で
あ
つ
た
。

◎
投
票
の
状
況

・
◎
得
票
の
状
況

覇
響
三
、
九
三
。

　
一
候
補
者
別
碍
票
数
　
　
得
票
率

一
武
内
玉
郎
一
、
一
、
一
二
九
一
、
一
一
、
一
訊

講
縞
二
、
盤
藍

一
（
義
崇
贅
藝

一
〔
全
国
、
区
〕

一
有
効
投
票
総
数
　
三
、
九
五
五

い
、
▽
得
票
数
ヤ
位
ま
で

一皿
野
上
　
　
元
社
三
七
九

ハ
　
　
　
　
ハ
　
い
　
ま
ハ
ニ
　
　

奮
建
助
皇
ハ
ニ
●
四
。
。

i痒分

ー

男

蘇
縮
の

π
一
ー
　
　
一

…
区
疫
票
者
数
二
、

遡
投
窺
八
六

　
　
　
　
　
　
　
『
…

1　一
げ　　　、

i四

1三
1八

女

計

三
、
八
一

二
．
五
．
二
五
∩
　

／＼

八　二

七　九
六　九

八　四
四　　’

・　四

〇　…

全国区

投
票
者
数
二
、

投
票
率
㎜
八
六

一
〇
九

・
．
五
一

一
一
、

八
一

・七　九

六　九
八　四
一’　　　　　　　、

・　四

九　〇
！￥　ノ＼

黒
柳
　
　
・
明
　
公
二
五
一

瓜
生
　
　
清
民
二
〇
一

．
爪
敷
　
庸
徳
　
自
一
九
七

山
木
杉
　
　
　
白
一
九
五
・
五
八
○

山
爪
茂
一
郎
自
一
八
三
・
〇
九
六

’
内
藤
蒼
三
郎
　
自
一
五
〇

石
谷
患
男
白
一
四
二

▽
政
党
別
得
．
票
数
（
　
）
内
，
得
票
率

自
田
民
主
党
二
、
二
九
七
・
〇
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
八
・
一
）

日
本
社
金
覚
　
　
六
八
九
・
二
〇
九

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
・
四
）

公
明
党
　
　
　
三
〇
九
（
七
・
八
）

日
本
共
産
党
　
　
二
八
．
五
・
六
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
・
二
）

民
主
社
会
党
　
二
三
七
（
六
・
○
）

無
所
属
（
渚
派
含
む
）

　
一
三
七
〇
一
一
山
ハ
　
　
　
（
一
二
●
五
）

　合計三、

九
．
五
五
票
　
　
一
〇
〇
％

　
　
清
津
峡
小
改
築

　
　
工
事

　
　
　
　
　
　
七
月
一
一
日
着
工

　
　
昭
和
三
十
．
五
無
に
独
∬
校
と
な
っ

　
た
清
津
峡
小
学
校
で
は
、
校
舎
が
狭

　
ま
く
、
し
か
も
建
物
が
古
く
な
り
危

　
険
擬
舎
の
指
定
を
う
け
て
い
た
が
、

　
こ
の
ほ
ど
改
第
が
本
決
ま
り
と
な

　
り
、
去
る
七
月
二
日
業
弱
指
名
競
争

　
入
札
に
よ
り
・
、
、
「
事
費
八
自
、
五
＋
七

　
、
万
円
で
三
高
土
木
が
落
札
、
十
一
月

　
二
十
口
の
完
成
期
限
で
請
負
に
付
さ

　
れ
た
．

　
　
改
第
さ
れ
る
校
舎
は
木
造
二
階
建

　
延
一
四
六
・
五
坪
で
、
普
通
教
箪
四

　
職
員
室
、
校
侵
室
、
更
衣
室
、
湯
沸

窒
、
保
健
室
、
宿
直
蜜
、
便
所
各
一

と
、
そ
の
他
界
降
口
、
廊
下
な
ど
と

な
つ
て
い
’
る
。

　
な
お
改
第
さ
れ
る
校
愈
は
、
昨
琿

増
築
さ
れ
た
特
別
教
整
と
梗
続
き
に

建
て
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
か
ね
て

よ
り
教
育
委
員
会
で
検
討
し
て
き
た

同
校
六
否
整
備
計
画
が
、
ほ
ぼ
奥
現

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る

　
成
人
式
開
〈

　
　
　
　
参
加
者
六
十
五
名

　
は
た
ち
の
希
望
を
綱
い
っ
ば
い
に

ふ
く
ら
ま
せ
た
青
年
た
ち
六
十
、
五
名

が
参
川
し
て
、
去
る
七
月
十
一
日
、

午
前
十
詩
よ
り
田
沢
小
学
校
で
め
で

た
く
成
　
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
公
民
舗
で
は
、
出
稼
ぎ
や
春
の
農

繁
期
の
関
係
か
ら
、
咋
葎
か
ら
夏
の

成
人
式
を
．
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
軽
．

装
で
参
加
．
㍗
、
き
る
こ
と
や
成
年
と

し
て
の
教
養
講
座
を
六
月
二
十
日
か

ら
五
日
に
百
5
て
開
く
な
ど
、
な
か

な
か
好
評
の
よ
う
で
す
。

　
式
典
は
公
民
舘
長
の
式
辞
、
村
長

さ
ん
は
じ
め
来
賓
の
方
六
の
祝
辞
や

激
励
の
あ
い
さ
つ
、
参
加
溜
代
衷
の

た
の
も
し
い
宣
哲
が
お
こ
な
わ
れ
、

記
念
搬
影
、
祝
酒
乾
．
杯
で
お
わ
り
、

午
後
か
ら
は
若
い
仲
間
、
村
の
青
年

楽
団
ド
リ
ー
ム
ナ
イ
ト
の
淑
奏
を
き

い
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン
ズ
を
楽

し
む
な
ど
、
た
の
し
い
成
人
式
の
一

日
を
過
し
ま
し
た
。
成
人
式
に
は
郷

里
に
帰
っ
て
懐
し
い
同
級
牛
＞
語
り

あ
い
た
い
と
、
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら

馳
せ
参
じ
た
青
礁
も
あ
り
、
斜
や
か

禽噸螺　
　
　
　
．
婦
識
｝
、

な
同
級
会
も
開
か
れ
た
よ
う
で
す
。

　
今
佐
の
該
笥
者
は
十
九
年
か
ら
二

十
年
四
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
戦
中
つ

子
の
し
ん
が
り
。
食
糧
難
や
戦
後
の

混
乱
期
の
中
を
育
っ
て
き
た
・
へ
た
ち

だ
け
に
、
り
っ
ば
に
成
人
と
な
っ
た

青
年
た
ち
に
、
両
親
や
家
庭
の
感
慨

は
一
し
お
深
い
。
心
か
ら
祝
福
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
大

い
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
．

　
　
【
写
真
は
成
人
式
の
一
コ
マ
】

早
目
に
み
つ
け
よ
う

　
　
イ
モ
チ
病
の
防
除

　
今
床
は
音
か
ら
”
冷
夏
4
が
予
報

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
梅
雨
の
季
節

レ
し
は
い
え
、
興
常
な
低
温
が
つ
づ
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
梅
雨
が
あ
が

る
と
イ
モ
チ
病
の
艶
生
が
い
ち
ば
ん

心
配
で
．
す
。
す
で
に
各
地
で
．
発
生
し

か
か
っ
て
い
る
が
、
郭
延
し
な
い
う

ち
に
ク
イ
止
め
ま
し
ょ
う
ひ

　
中
里
村
病
筈
虫
防
除
協
識
会
で
は

次
の
こ
と
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

◎
早
口
に
み
つ
け
よ
う

　
見
廻
り
を
よ
く
し
水
田
の
中
ま
で

入
っ
て
下
腿
、
ま
で
よ
く
見
て
斑
点
を

た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
み
つ
け
た
ら
す
ぐ
防
除
し
よ
う

　
大
耶
に
な
ら
ぬ
中
に
す
ぐ
薬
剤
を

稲
全
体
に
か
か
る
よ
う
に
撒
布
し
ま

し
ょ
う
。

◎
激
発
し
た
ら
輿
団
防
除
を

　
な
る
ぺ
く
築
団
共
同
防
除
で
い
き

ま
し
ょ
う
．
穂
灯
イ
モ
チ
に
移
行
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
穂
イ
モ
ヂ
防
除
を
徹
底
的
に

　
穂
イ
モ
チ
．
発
生
は
必
至
で
す
。
第

一
回
出
穂
直
前
、
第
二
回
穂
棚
い
期

第
三
回
頗
穂
期
に
防
除
を
徹
底
的
に

し
ま
し
ょ
う
。

新
潟
大
学
医
学
部

診
療
班
来
村
〃
”

　
来
る
七
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一

口
ま
で
の
三
日
間
、
新
潟
大
学
．
医
学

部
．
医
師
、
学
生
、
看
護
婦
に
よ
る
編

成
診
療
班
が
来
村
致
し
ま
す
の
で
多

数
の
診
療
を
、
お
待
ち
致
し
て
翁
り

ま
す
。

◎
診
療
内
容
等

一
、
場
所
　
貝
野
支
所

二
、
期
日
　
二
十
九
日
、
午
後
二
時

　
よ
り
午
後
四
時
ま
で
。
三
十
日
、

　
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
。

　
三
十
一
日
、
午
前
中
。

　
診
療
内
容
は
一
般
診
療
、
血
圧
測

定
、
検
便
。
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畑
灌
水
稲
栽
培

　
　
　
　
　
－
生
育
状
況
良
好
ー
－

　
か
ね
て
よ
り
念
願
の
清
津
川
右
岸

段
丘
地
総
含
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

は
、
昭
和
四
十
年
実
施
測
騒
、
四
十

一
年
よ
り
実
施
と
い
う
計
画
で
水
量

調
査
等
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
一
・

ニ
ノ
の
水
量
で
三
百
五
＋
五
診
の
水

田
を
開
田
す
る
こ
と
は
、
減
水
深
等

の
関
係
で
困
難
と
お
も
わ
れ
る
の
で

用
水
の
節
約
を
は
か
る
目
的
で
、
畑

地
潅
概
に
よ
る
稲
作
収
量
試
験
が
豊

里
部
落
の
服
部
五
郎
氏
の
圃
場
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
三
＋
九
年
度
か
ら
県
が
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
畑
地
潅
概
で

も
収
量
的
に
差
異
が
な
い
と
す
れ
ぱ

用
水
が
従
来
の
水
出
の
半
分
程
度
で

す
む
ス
ブ
リ
ン
ク
ー
ラ
ー
に
よ
る
撒

水
で
ど
の
程
度
ま
で
収
量
が
確
保
で

き
る
か
と
い
う
試
験
で
あ
る
が
、
従

来
の
水
田
稲
作
と
異
な
っ
て
畑
に
水

稲
を
作
っ
た
場
合
、
連
作
は
不
可
能

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
何
形
連
侮
す

る
と
収
量
は
ど
の
程
度
減
収
す
る
か

と
い
う
こ
と
も
現
在
の
農
業
界
で
は

明
ら
か
で
な
い
の
で
、
こ
れ
を
究
明

す
る
こ
と
も
試
験
の
目
的
に
な
っ
て

い
る
。

　
以
下
昨
年
の
試
験
の
よ
う
す
と
今

年
の
作
柄
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
．▽

畑
地
潅
概
施
設
設
置
場
所

中
里
村
豊
里
（
服
部
五
郎
氏
圃
場
）

土
性
、
埴
土
火
山
性
土
、
供
試
面
積

五
ア
ー
ル
、
供
試
品
種
、
越
路
早
生

ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、
中
新
二
〇
三
口
．
乃
の

三
区
制
。

▽
耕
種
の
概
、
要

播
種
期
　
六
月
三
日

播
種
量
　
一
ア
ー
ル
当
り
一
澱

施
肥
料
　
一
ア
ー
ル
当
り
（
蛍
位
キ
ロ

　
屡

堆
肥
一
〇
〇
、
塩
加
燐
安
八
・
○
、

焙
燐
三
・
○
、
追
肥
硫
安
二
・
二

　
（
二
回
に
分
け
）

除
草
　
播
種
慮
後
P
C
P
水
溶
剤
一

ア
ー
ル
当
り
一
〇
〇
咳
撒
布
、
生
育

初
、
中
期
ス
タ
ム
乳
剤
三
五
％
を
ア

、
ー
ル
当
り
｝
○
O
C
C
六
月
二
六
日

八
月
四
目
の
二
回
撒
布
、
手
取
除
草

六
月
二
十
四
日
、
八
月
一
七
臼
の
二

回
。

防
虫
害
防
除
、
水
銀
粉
剤
で
穂
首
イ

モ
チ
病
八
月
二
二
日
、
九
月
七
日
二

回
防
除
。

収
穫
量
二
三
二
♂
蓼
（
一
石
五
斗
四

升
山
ハ
合
）

▽
試
験
考
察

　
発
芽
鷹
後
に
猛
烈
な
雀
害
を
う
け

た
が
砒
酸
鉛
の
敵
布
に
よ
り
被
害
を

試
験
可
能
な
最
少
限
度
に
防
止
し
、

発
芽
率
は
六
〇
％
台
で
あ
っ
た
．

　
除
茸
は
播
種
直
後
の
P
C
P
水
溶

剤
敵
布
、
生
育
初
、
中
期
の
P
C
P

A
剤
散
布
に
よ
り
比
較
的
容
易
で
あ

っ
た
。

　
病
害
虫
に
つ
い
て
は
葉
イ
モ
チ
そ

の
他
の
病
虫
害
の
発
生
は
少
な
か
っ

た
。
し
か
し
出
穂
期
は
播
種
期
が
お

く
れ
た
た
め
極
端
に
遅
く
な
り
登
熟

期
に
至
っ
て
、
穂
首
、
枝
梗
イ
モ
チ

病
の
少
発
生
を
見
た
．

　
生
育
経
過
に
つ
い
て
は
播
種
期
が

目
標
よ
り
三
〇
日
遅
延
し
て
い
る
た

め
生
育
最
盛
と
な
る
べ
き
七
～
八
月

上
旬
に
か
け
て
の
生
育
は
振
わ
す
こ

の
ま
ま
だ
と
ア
ヨ
ル
　
り
ニ
ナ
を

一
灘
総
馨
難
肋

一”
中
旬
の
硫
安
追
肥
に
よ
り
漸
く
生
育

蜘噸
が
盛
ん
と
な
っ
た
が
、
出
穂
が
極
端

｝
に
遅
延
し
た
。

　
収
量
結
果
に
つ
い
て
は
三
区
と
も

収
量
順
位
は
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、
中
新

二
〇
三
号
、
越
路
早
生
の
順
に
な
っ

て
い
る
。
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
の
収
量
が

高
い
の
は
坪
当
穂
数
の
多
い
こ
と
と

完
全
米
歩
合
の
高
い
こ
と
が
そ
の
理

由
と
お
も
わ
れ
る
。
越
路
早
生
の
収

量
の
低
い
の
は
完
全
米
歩
合
が
低
く

青
米
歩
合
の
高
い
こ
と
が
そ
の
原
因

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
本
年
も
引
き
つ
づ
き
五
十
ア
ー
ル

の
試
験
圃
場
を
設
置
し
て
試
験
中
で

あ
る
が
、
今
年
は
融
雪
が
遅
れ
、
し

か
も
稲
の
生
育
に
円
照
時
間
の
必
要

な
時
期
に
低
温
と
な
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
順
調
な

生
育
で
昨
年
の
同
期
よ
り
茎
数
、
草

丈
と
も
に
昨
年
を
ヒ
廻
る
生
育
状
況

で
、
今
後
梅
雨
あ
け
に
急
激
な
気
温

の
上
昇
で
イ
モ
チ
病
や
ゴ
マ
葉
枯
病

等
の
発
生
が
考
え
ら
れ
な
い
限
り
、

一
〇
ア
ー
ル
当
り
四
五
〇
’
咳
の
収

量
を
あ
げ
る
こ
と
も
可
能
の
よ
う
で

あ
る
．

【
写
真
は
順
調
な
畑
潅
概
試
験
圃
七

月
九
日
撮
影
】

農
薬
事
故

な
く
そ
・
つ

　
　
　
　
県
水
試
中
里
支
場

　
農
業
技
術
の
進
展
に
と
も
な
い
農

作
業
に
お
け
る
化
掌
薬
品
の
利
用
度

が
た
か
ま
っ
て
き
て
、
P
C
P
、
B

H
C
等
除
草
、
殺
菌
等
に
い
ろ
い
ろ

使
用
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た
高
等

動
物
（
人
類
）
に
も
害
を
及
ぽ
す
よ

う
な
農
薬
が
次
々
と
出
廻
っ
て
き
た

関
係
上
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
け
る
被

害
が
最
近
目
立
っ
て
多
く
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
農
作
物
と
と
も
に
内

水
面
養
殖
魚
類
に
つ
い
て
も
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
．
稲
田
、
池
、
湖
沼
、
河

川
等
魚
の
養
殖
も
農
作
物
類
と
と
も

に
広
範
囲
に
生
産
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
．
各
地
に
棲
ん
で
い
る
こ
と
は
ご

承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

魚
類
に
つ
い
て
毎
年
時
期
的
に
被
害

続
出
し
、
件
数
も
増
え
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
あ
り
ま
す
．
農
業
専
一
者

と
副
業
養
殖
者
と
の
直
接
関
連
す
る

期
間
は
、
田
植
後
よ
り
七
月
下
旬
の

間
、
即
ち
被
害
の
最
も
多
い
農
薬
利

用
撒
布
期
に
集
中
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
大
雨
後
に
被
害
が
発
生
し
て

お
り
、
毎
年
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
え

さ
れ
て
被
害
を
覆
っ
て
い
る
現
状
で

す
。
農
繁
期
中
、
魚
の
事
故
の
知
ら

せ
”
魚
が
死
ぬ
躍
は
ほ
と
ん
ど
上
流

地
点
の
田
に
二
～
三
日
前
に
撒
布
し

た
P
C
P
等
に
よ
る
農
薬
水
が
原
因

し
て
お
の
ま
す
。
現
在
で
は
毒
物
に

よ
っ
て
害
を
受
け
た
魚
類
は
ど
う
す

る
こ
と
も
出
来
な
い
。
一
応
の
手
当

と
し
て
新
鮮
な
水
を
多
量
に
注
水
す

る
よ
り
方
法
が
な
く
、
回
復
す
る
数

は
少
な
く
死
ぬ
数
が
多
い
。

　
な
か
な
か
難
間
題
で
あ
る
が
解
決

の
方
法
と
し
て
は
毒
物
の
漏
出
防
止

又
は
注
入
防
止
対
策
よ
り
打
つ
手
は

な
ぐ
、
皆
さ
ん
の
協
力
と
お
互
い
に

注
意
し
あ
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。
し

た
が
っ
て
下
流
地
点
に
魚
類
の
養
殖

を
営
む
そ
の
上
流
の
農
業
の
皆
さ
ん

に
特
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
次
の
事

柄
に
ぜ
ひ
と
も
協
力
し
て
下
さ
い
。

①
下
流
養
殖
者
側
に
忘
れ
る
こ
と
な
・

　
く
展
薬
撒
布
事
前
に
連
絡
す
る
。

②
降
雨
時
は
農
薬
水
を
外
部
に
漏
水

　
と
な
ら
ぬ
よ
う
見
廻
り
と
注
意
を

　
確
実
に
す
る
（
特
に
防
止
策
を
立

て
る
）

㊦
ネ
ズ
ミ
、
モ
グ
ラ
尺
に
も
気
を
く

　
ぱ
り
漏
水
な
い
よ
う
に
充
分
見
廻

　
る
．

④
見
廻
り
時
漏
水
を
発
見
し
た
場
合

　
は
下
流
関
係
者
に
直
ち
に
運
絡
す

　
る
。

　
ま
た
、
養
魚
者
に
お
い
て
も
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

0
稲
田
は
畦
畔
を
普
通
田
よ
り
高
め

と
す
る
こ
と
。

②
注
水
口
以
外
よ
り
注
水
の
な
レ
よ

　
う
に
見
廻
り
を
す
る
。

③
降
雨
時
は
特
に
見
廻
り
を
確
実
に

④
毒
物
注
入
の
お
そ
れ
あ
る
時
は
そ

　
の
注
水
を
止
め
て
無
害
水
の
注
水

　
を
考
え
る
。
（
注
入
に
よ
る
止
む

　
得
ぬ
場
合
農
薬
水
の
含
ま
る
間
一

　
時
止
水
し
て
そ
の
後
魚
の
様
子
に

　
よ
り
加
減
し
注
入
す
る
）

　
な
お
、
甲
し
述
べ
る
ま
で
も
な
く

両
者
側
共
に
増
産
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

子
宮
ガ
ソ
検
診

　
　
　
　
7
月
斜
～
2
2
日
に

去
る
三
＋
六
年
か
ら
は
じ
め
ま
し

た
こ
の
検
診
も
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
に
よ
り
着
六
と
そ
の
成
果
を

あ
げ
て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
残

念
な
こ
と
に
昨
年
こ
の
検
診
を
一
回

も
う
け
な
か
っ
た
た
め
、
．
手
遅
れ
と

な
っ
て
若
い
命
を
ガ
ァ
に
う
は
わ
れ

て
し
ま
っ
た
方
が
お
り
ま
し
た
．

　
早
く
発
見
す
れ
ぱ
こ
ん
な
こ
と
に

な
ら
す
に
す
み
ま
す
．
み
ん
な
そ
ろ

っ
て
子
宮
ガ
ン
検
診
を
う
け
ま
し
ょ

う
。▽

期
臼
H
八
月
二
＋
一
日
、
二
十
二

日
の
二
日
間

▽
会
場
服
田
沢
中
学
校
寄
宿
舎

▽
担
当
医
旺
東
京
医
科
歯
科
大
学
医

師
一
一
名

　
な
お
今
年
は
倉
俣
地
区
も
こ
の
会

場
で
お
こ
な
い
ま
す
。

越
冬
バ
エ
退
治

　
　
大
成
果
〃

　
越
冬
パ
エ
捕
殺
コ
ン
ク
ー
ル
に
皆

様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の
結

果
、
一
万
九
千
匹
と
い
う
沢
山
の
ハ

エ
退
治
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
ハ

エ
の
少
な
い
夏
を
迎
え
る
こ
と
が
で

る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
な
お
き

一
そ
う
ハ
エ
退
治
に
力
を
入
れ
、
住

み
よ
い
健
康
な
村
づ
く
り
に
こ
こ
ろ

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
景
品
は
翁
約
束
通
り
二
十

匹
十
円
の
割
合
い
で
、
そ
の
金
額
に

応
じ
た
品
物
で
す
．
賞
品
は
、
景
品

の
外
に
二
百
匹
以
上
捕
殺
者
に
お
届

け
い
た
し
ま
し
た
。
入
賞
者
は
つ
ぎ

の
通
り
で
す
。

▽
名
人
賞
“
林
　
秀
（
山
崎
）
「

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
五
〇
〇
匹

▽
二
　
位
“
柳
　
直
春
（
本
屋
敷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
〇
匹

▽
三
　
位
“
小
林
　
政
治
（
土
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
八
○
匹

▽
入
賞
旺
外
山
寅
夫
（
鷹
羽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
＋
三
名

昭和40年7月15日東さカ・3）第110号　（騒墾毯箋＆易器爵）　な

みんな仲間になろう

　　　たのしい青年学級

あ
な
た
も
青
年

学
級
に
入
り
ま
せ

ん
か
。
家
で
展
業

や
商
業
、
ハ
タ
織

り
を
し
て
い
る
人

＋
日
町
の
工
場
や

商
店
に
毎
日
通
勤

し
て
い
る
人
、
農

協
や
役
場
に
勤
め

て
い
る
人
、
い
ろ

ん
な
職
業
に
働
い

て
い
る
男
女
青
年

た
ち
が
、
毎
週
金

曜
日
夜
八
時
に
な

る
と
集
ま
っ
て
き

ま
す
。
年
令
も
ち
が
い
、
仕
事
も
ち
が

う
し
男
女
共
学
？
な
の
で
、
は
じ
め

は
ど
こ
と
な
く
ギ
コ
チ
な
か
っ
た
で

す
が
、
、
い
ま
で
は
も
う
す
っ
か
り

み
ん
な
親
し
い
友
達
で
す
。
毎
日
が

忙
し
く
、
な
ん
と
な
く
落
着
い
た
気

持
に
な
れ
な
い
世
の
中
の
よ
う
で
す

が
、
社
会
の
こ
と
自
分
の
こ
と
を
友

だ
ち
と
話
し
あ
い
、
広
い
視
野
を
も

っ
て
青
年
と
し
て
の
生
き
万
を
考
え

る
こ
と
も
、
ま
た
日
常
生
活
に
す
ぐ

役
立
つ
知
識
技
術
を
学
び
、
趣
味
を

伸
ぱ
し
て
く
ら
し
を
た
の
し
く
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
青
年
学
級
は
若

い
仲
間
の
タ
マ
リ
場
で
あ
り
、
生
活
，

を
よ
り
高
め
て
い
く
た
め
の
学
習
の
㎜

場
で
す
。

　
公
民
舘
で
は
四
月
か
ら
青
年
学
級

を
開
殺
し
て
い
ま
す
が
、
毎
週
一
回

金
曜
日
の
夜
を
定
例
会
と
し
て
、
第

一
、
第
三
金
曜
日
に
は
テ
キ
ス
ト
を

使
っ
て
の
憲
法
学
習
、
第
二
、
第
四

金
曜
日
は
自
由
課
題
と
し
て
、
青
年

心
理
、
男
女
変
際
、
日
常
の
エ
チ
ケ

ッ
ト
、
保
健
衛
生
、
文
章
の
書
き
方

ペ
ン
習
字
、
一
般
社
会
常
識
時
事
間

題
、
体
育
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
随
時
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
毎
月
第
二
第
四
水
曜
日
の
夜
は

歌
唱
グ
ル
ー
ブ
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

し
、
近
く
女
子
（
男
子
も
歓
迎
）
の

料
理
コ
ー
ス
も
開
設
す
る
予
定
で

す
。
い
つ
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す

か
ら
、
友
達
を
さ
そ
い
あ
っ
て
仲
間

に
入
っ
て
音
て
く
だ
さ
い
。

　
【
写
真
楽
し
く
話
合
う
学
級
生
】

7
月
27
日
児
童
舘
で

　
　
無
料
人
権
法
律
相
談

　
　
　
　
　
人
権
擁
護
委
員
高
橋
幸
作

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
気
軽
に
お
出
で
下
さ
い
．
無
料
で
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

す
か
。
私
た
ち
は
憲
法
に
よ
っ
て
、

国
民
の
基
本
的
人
権
す
な
わ
ち
、
生

命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
等
の
権
利

が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
皆

さ
ん
の
基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
こ
れ
が

侵
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
救
済
の
た

め
に
す
み
や
か
に
適
切
な
処
置
を
と

る
と
と
も
に
、
つ
ね
に
自
由
人
権
思

想
の
普
及
、
高
揚
に
つ
と
め
る
こ
と

を
使
命
と
す
る
委
員
下
．
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
た
び
、
長
岡
人
権
擁
護
委
目

協
議
会
、
長
岡
弁
護
士
会
、
新
潟
地

方
法
務
局
長
岡
支
局
、
中
里
村
の

共
催
で
左
記
に
よ
り
、
無
料
人
権
法

律
相
談
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま

た
。
人
権
問
題
や
、
そ
の
他
法
律
上

の
い
ざ
こ
ざ
な
ど
お
困
り
の
方
は
、

｝
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
・
建
・

相
談
内
容
は
絶
対
秘
密
が
好
ら
れ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
時
七
月
二
＋
七
旱
前
＋
時

一　
　
　
　
か
ら
午
後
三
時
ま
で

②
場
所
　
中
里
村
児
童
舘

③
相
談
担
当
者
　
長
岡
市
内
在
住

　
　
　
　
弁
護
士
、
人
権
擁
護
．
委
員

　
　
　
　
法
務
局
職
員
等

④
相
談
内
容
　
　
（
一
）
公
務
員
の
職

　
務
執
行
に
伴
う
侵
犯
、
人
身
売

　
買
、
酷
使
虞
待
、
私
的
制
裁
、
村

　
八
分
、
差
別
待
遇
、
騒
音
ぱ
い
煙

　
そ
の
他
に
よ
る
公
害
、
生
活
権
居

　
住
権
の
侵
犯
等
．
　
（
二
）
借
地
、

　
借
家
、
金
銭
関
係
、
税
務
、
自
動

　
車
事
故
に
よ
る
損
害
、
そ
の
他
民

　
事
並
び
に
刑
事
等
の
一
般
諸
問
題

　
老
令
年
金
額
の

　
計
算
に
つ
い
て

◎
そ
の
1

　
老
令
蕉
金
の
額
は
、
次
の
各
昇
、
に

定
め
る
額
を
合
算
し
た
額
と
な
り
ま
㎜

す
。

①
保
険
料
納
付
済
期
間
が
二
＋
年
を

こ
え
な
い
と
ぎ
は
、
九
百
円
に
保
険

料
納
付
済
期
間
の
．
年
数
を
乗
じ
て
得

た
額
。
保
険
料
納
何
済
期
間
が
二
十

獺
齢

毯
雑
能
鋸

髭
潮
灘

　
四
≧
　
七
年

　
七
～
一
〇
年

一
〇
～
一
一
年

二
～
二
一
年

一
二
塗
二
二
年

二
二
～
一
四
年

一
四
～
一
五
年

一
五
～
一
山
ハ
年

一
山
ハ
妻
一
七
年

一
七
≧
一
八
年

一
八
～
一
九
年

一
九
～
一
一
〇
年

七六六五五四三二〇九九七五、　　rb　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　 、

○
○
○
円

○
○
○

○
○
○

山
ハ
○
○

八
○
○

○
○
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

〇
〇
〇

山
ハ
○
〇

一
一
〇
〇

八
○
〇

四
〇
〇

七
α
歳
か
ら
の

老
ム
ー
年
金
額

・
年
を
こ
え
る
と
き
は
、
一
万
八
千
円

に
そ
の
こ
え
る
期
間
の
年
数
に
千
二

・
百
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
合
算
す

㎜
る
．

②
保
険
料
免
除
期
間
の
年
数
に
三
．
百

●
五
十
円
を
乗
じ
て
得
た
額
。

．
③
前
項
①
②
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た

金
額
が
一
万
三
千
二
百
円
に
な
ら
な

い
時
は
、
六
＋
五
才
か
ら
七
＋
才
ま

で
は
そ
の
金
額
で
麦
給
し
、
七
十
才

七六六五五四四四四四三三三、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　 、

一
一
〇
〇
円

一
一
〇
〇

一
一
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

〇
〇
〇

山
ハ
○
〇

一
一
〇
〇

八
○
〇

四
〇
〇

（
注
“
こ
の
表
は
昭
和
四
十
年
四
月
一

た
も
の
で
す
）

に
達
し
た
ら
一
万
三
千
二
百
円
の
年

金
．
額
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

◎
そ
の
2

　
納
付
済
期
間
が
二
十
年
に
み
た
な

い
も
の
は
、
次
の
表
に
よ
る
年
金
額

と
な
り
ま
す
．

◎
年
金
額
の
計
算
例

　
た
と
え
ば
昭
和
十
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
人
（
六
十
才
ま
で
三
＋

四
年
間
あ
り
ま
す
。
）

例
－
　
保
険
料
納
付
済
期
聞
四
年
、

保
険
料
免
除
期
間
三
十
年
の
場
合
。

（
九
百
円
X
四
』
十
（
三
百
五
十
円

×
三
＋
）
π
一
万
四
千
百
円

と
な
り
六
＋
五
才
か
ら
一
万
四
千
百

円
の
年
金
を
一
生
受
け
ま
す
。

例
2
　
保
険
料
納
付
済
期
間
二
十
四

日
で
計
算
し

’
年
、
保
険
料
免
除
期
間
十
年
の
場
合

　
（
九
百
円
×
二
＋
四
）
十
（
三
百
五

十
円
×
十
）
聞
二
万
六
千
三
百
円

と
な
り
六
＋
五
才
か
ら
二
万
六
千
三

百
円
の
年
金
を
一
生
受
け
ま
▽
。

例
3
保
険
料
納
付
済
期
間
三
十
年

保
険
料
免
除
期
間
四
年
の
場
合
。

　
（
九
百
円
X
三
十
）
十
（
三
百
五
十

円
×
四
）
旺
二
万
八
千
四
百
円

と
な
り
六
＋
五
才
か
ら
二
万
八
千
四

百
円
の
年
金
を
一
生
受
け
ま
す
。
そ

の
他
。
年
金
額
は
経
済
的
社
会
的
情

勢
に
よ
っ
て
法
改
正
が
あ
り
、
更
に

充
実
し
た
年
金
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
（
社
会
厚
生
課
）

第
10
回
村
民
運
動
会

　
　
　
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

　
公
民
舘
で
は
、
健
全
な
る
社
会
体

育
の
振
興
と
、
楽
し
い
一
目
を
通
じ

て
親
睦
融
岡
を
は
か
り
、
民
主
的
、

協
力
的
な
村
民
の
気
風
を
つ
く
ろ
う

と
、
村
主
催
の
も
と
に
第
十
回
村
民

運
勘
会
を
来
た
る
八
月
八
日
、
午
前

九
時
半
よ
り
田
沢
校
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
す
る
準
備
を
す
N
め
て
お

り
ま
す
．

　
期
日
に
つ
い
て
は
、
養
蚕
や
農
作

業
の
都
合
を
見
て
、
ま
た
開
催
要
項

に
つ
い
て
は
近
く
区
長
、
青
年
婦
人

会
支
部
長
会
で
相
談
し
て
決
め
る
こ

と
に
し
ま
す
が
、
公
民
舘
案
と
し
て

は
、
大
体
昨
年
と
同
じ
で
、
だ
れ
も

が
参
加
で
き
る
た
の
し
い
競
技
や
ゲ

ー
ム
を
多
く
と
り
入
れ
ま
す
．
ま
た

マ
ラ
ソ
ン
も
加
え
て
ス
ポ
ー
ッ
選
手

の
膚
を
厚
く
す
る
機
会
に
し
た
い
と

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
村
民
運
動
会
は
全
村
民
が
一
場
に

会
す
る
唯
一
の
行
亭
で
す
が
、
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多

く
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。◎

村
民
運
動
会
要
項
（
案
）

▽
チ
ー
ム
編
成

第
一
チ
ー
ム
π
貝
野
地
区
、
第
ニ
チ

ー
ム
π
禽
俣
地
区
（
芋
川
新
田
、
小

出
、
西
田
尻
、
西
方
除
く
）
第
三
チ

ー
ム
睡
芋
沢
、
田
沢
、
東
田
沢
、
豊

里
、
如
来
寺
、
第
四
チ
ー
ム
麗
小
原

上
山
、
田
中
、
桂
藤
原
、
第
五
チ
ー

ム
皿
山
崎
、
午
溝
、
荒
屋
、
通
り
山

芋
川
新
田
、
桔
梗
原
、
第
六
チ
ー
ム

鷲
高
道
山
地
．
区
、
第
七
チ
ー
ム
“
溝

津
峡
地
区
。


